名古屋築城 by 原 史彦 & Fumihiko Hara
は
じ
め
に
名
古
屋
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
名
古
屋
城
は
、
尾
張
藩
政
の
中
心
部
で
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
の
居
城
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
近
代
以
降
も
陸
軍
が
所
管
し
た
こ
と
で
城
域
は
保
存
さ
れ
、
建
造
物
の
大
半
は
喪
わ
れ
た
も
の
の
、
徳
川
家
の
威
信
を
示
す
土
木
普
請
の
壮
大
さ
は
今
な
お
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
名
古
屋
城
は
名
古
屋
を
代
表
す
る
名
所
で
す
が
、
そ
の
築
城
に
関
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
専
門
家
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
名
古
屋
城
の
存
在
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
今
回
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
名
古
屋
に
徳
川
家
に
よ
る
巨
大
城
郭
が
造
ら
れ
た
の
か
を
、
史
料
を
基
に
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一　
尾
張
藩
誕
生
関
ヶ
原
合
戦
後
、
尾
張
国
は
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
）
の
四
男
・
松
平
忠
吉
（
一
五
八
〇
～
一
六
〇
七
）
に
与
え
ら
れ
、
忠
吉
は
清
須
城
を
居
城
と
し
ま
し
た
。
清
須
は
足
利
政
権
下
の
守
護
・
斯
波
氏
が
守
日
本
語
日
本
文
化
学
会
秋
季
大
会
【
令
和
元
年
十
一
月
二
十
日
講
演
録
】
名
古
屋
築
城
原　
　
　
史　
彦
護
所
を
置
い
た
地
で
、
尾
張
国
を
統
一
し
た
織
田
信
長
も
ま
た
清
須
城
を
居
城
と
し
、
以
降
の
領
主
も
清
須
を
領
国
の
中
心
都
市
と
し
ま
し
た
。
尾
張
国
に
入
っ
た
忠
吉
は
、
清
須
城
を
改
修
す
る
な
ど
、
領
国
経
営
を
進
め
ま
す
が
、
関
ヶ
原
合
戦
か
ら
七
年
後
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
三
月
五
日
に
数
え
二
十
八
歳
で
歿
し
、
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
忠
吉
の
血
統
は
断
絶
し
ま
す
。
家
康
は
新
た
に
九
男
の
徳
川
義
直
（
一
六
〇
〇
～
五
〇
）
を
尾
張
国
主
と
し
、
忠
吉
の
家
臣
団
を
義
直
の
配
下
に
組
み
込
み
ま
し
た
。
義
直
は
こ
れ
ま
で
甲
斐
国
府
中
二
十
五
万
石
の
領
主
で
し
た
が
、
ま
だ
数
え
八
歳
だ
っ
た
た
め
、
家
康
股
肱
の
臣
で
あ
る
平
岩
親
吉
（
一
五
四
二
～
一
六
一
一
）
が
家
康
の
命
に
よ
り
補
佐
役
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
尾
張
藩
政
も
事
実
上
、
平
岩
が
主
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
忠
吉
の
下
で
実
権
を
握
っ
て
い
た
忠
吉
家
老
の
小
笠
原
吉
次
（
一
五
四
八
～
一
六
一
六
）
ら
、
忠
吉
旧
臣
と
の
軋
轢
が
直
ち
に
表
面
化
し
ま
す
。
そ
の
軋
轢
は
、
平
岩
が
尾
張
国
へ
下
向
し
た
直
後
に
発
生
し
ま
す
。
平
― 1 ―
岩
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
小
笠
原
ら
忠
吉
旧
臣
は
小
笠
原
の
居
城
・
犬
山
城
に
お
い
て
歓
迎
の
宴
を
催
す
準
備
を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
岩
は
こ
れ
を
無
視
し
ま
す
。
怒
っ
た
小
笠
原
ら
は
平
岩
を
詰
問
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
平
岩
は
「
吾
は
義
直
朝
臣
の
准
父
な
り
。
汝
等
と
同
格
に
交
る
べ
き
身
に
あ
ら
ず
」（『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
慶
長
十
四
年
正
月
二
十
五
日
条
）
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
分
は
義
直
の
父
、
す
な
わ
ち
家
康
と
同
様
の
存
在
で
あ
り
、
き
さ
ま
ら
と
同
格
扱
い
さ
れ
る
の
は
考
え
違
い
も
甚
だ
し
い
と
言
っ
て
の
け
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
の
経
緯
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
し
ょ
う
。
小
笠
原
は
直
後
に
下
総
国
佐
倉
二
万
八
千
石
へ
と
転
封
に
な
り
、
尾
張
国
を
離
れ
ま
す
。
翌
慶
長
十
三
年
に
は
常
陸
国
笠
間
三
万
石
へ
と
国
替
え
に
な
り
ま
す
が
、
忠
吉
旧
臣
の
一
人
で
あ
る
原
田
右
衛
門
を
取
り
込
ん
だ
平
岩
は
、
小
笠
原
ら
の
不
正
を
密
告
さ
せ
、同
十
四
年
に
は
小
笠
原
を
改
易
に
追
い
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
せ
し
め
と
し
て
、
平
岩
は
そ
の
他
の
忠
吉
旧
臣
ら
に
対
し
て
も
粛
清
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
平
岩
に
よ
る
独
裁
体
制
を
完
成
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
須
か
ら
別
の
土
地
へ
尾
張
国
の
中
心
都
市
を
移
転
さ
せ
る
意
見
が
別
の
人
物
か
ら
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
意
見
を
提
唱
し
た
の
が
、
山
下
氏
勝
（
一
五
六
八
～
一
六
五
三
）
で
す
。
山
下
は
白
川
郷
が
あ
る
飛
騨
国
荻
町
の
領
主
で
、
家
康
の
側
室
で
あ
り
義
直
の
生
母
で
あ
る
相
応
院
お
亀
の
方
（
一
五
七
三
？
～
一
六
四
二
）
の
妹
・
隆
正
院
を
正
室
と
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
尾
張
藩
政
に
も
発
言
権
を
持
っ
て
お
り
、「
清
須
は
洪
水
度
々
あ
ふ
れ
入 
自
然
之
時
水
舂
の
難
あ
り
」（『
敬
公
実
録
』
慶
長
十
四
年
十
一
月
十
六
日
条
）
と
家
康
に
進
言
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
清
須
は
尾
張
国
内
陸
へ
の
舟
運
動
脈
の
一
つ
だ
っ
た
五
条
川
を
城
内
に
引
き
入
れ
た
構
造
だ
っ
た
た
め
、
経
済
を
押
さ
え
る
意
味
で
は
適
し
た
土
地
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
水
舂
（
み
ず
つ
き
）」
す
な
わ
ち
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
る
土
地
と
い
う
弱
点
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
居
城
と
城
下
町
を
、
そ
っ
く
り
別
の
土
地
へ
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
家
康
に
具
申
し
、
そ
の
候
補
地
と
し
て
小
牧
・
古
渡
・
那
古
野
（
名
古
屋
）
の
三
古
城
地
を
提
案
し
た
の
で
す
。
清
須
の
利
権
を
掌
握
し
た
平
岩
は
真
っ
向
か
ら
反
対
し
ま
す
が
、
家
康
は
藩
主
・
義
直
の
身
内
に
準
じ
て
い
た
山
下
の
提
言
を
受
入
れ
、
慶
長
十
四
年
正
月
二
十
五
日
に
那
古
野
（
名
古
屋
）
へ
の
移
転
を
命
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
大
事
業
は
諸
大
名
を
動
員
す
る
天
下
普
請
で
実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
二　
清
須
越
家
康
は
移
転
決
定
か
ら
一
週
間
後
の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
二
月
二
日
に
は
、
普
請
奉
行
と
し
て
牧
長
勝
・
村
田
権
右
衛
門
・
瀧
川
忠
征
・
山
城
忠
久
・
佐
久
間
政
実
を
、
御
大
工
棟
梁
に
中
井
正
清
（
一
五
六
五
～
一
六
一
九
）、
御
大
工
頭
に
岡
部
又
右
衛
門
を
任
命
し
、
同
年
十
一
月
十
六
日
に
は
牧
長
勝
に
旧
那
古
野
城
跡
地
を
中
心
に
新
た
な
城
の
検
地
・
縄
張
り
を
行
わ
せ
、
そ
の
縄
張
り
案
を
翌
慶
長
十
五
年
正
月
九
日
に
承
認
し
ま
す
。
縄
張
り
と
は
、
土
地
に
実
際
に
縄
を
張
っ
て
普
請
す
る
箇
所
を
選
― 2 ―
定
す
る
行
為
で
、
そ
れ
を
図
面
に
落
と
す
と
同
時
に
そ
の
縄
を
基
点
に
土
地
の
造
成
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
同
年
閏
二
月
八
日
に
西
国
・
北
国
の
大
名
二
十
家
に
対
し
て
築
城
の
命
を
下
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
城
は
徳
川
家
の
私
的
な
城
で
は
な
く
、
公
儀
の
城
と
位
置
付
け
、
そ
の
公
儀
に
臣
従
す
る
大
名
に
義
務
と
し
て
築
城
を
命
じ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
築
城
に
か
か
る
人
件
費
や
材
料
費
は
諸
大
名
が
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
員
さ
れ
た
大
名
は
次
の
面
々
で
す
。
一　
　
前
田
利
光　
　
加
賀
国
金
沢　
　
一
三
四
・
二
万
石
二　
　
池
田
輝
政　
　
播
磨
国
姫
路　
　
　
八
〇
・
八
万
石
三　
　
加
藤
清
正　
　
肥
後
国
熊
本　
　
　
五
二
・
〇
万
石
四　
　
福
島
正
則　
　
安
芸
国
広
島　
　
　
四
九
・
八
万
石
五　
　
鍋
島
勝
茂　
　
肥
前
国
佐
賀　
　
　
四
六
・
四
万
石
六　
　
黒
田
長
政　
　
筑
前
国
福
岡　
　
　
四
〇
・
三
万
石
七　
　
田
中
忠
政　
　
筑
後
国
柳
川　
　
　
三
九
・
二
万
石
八　
　
細
川
忠
興　
　
筑
前
国
小
倉　
　
　
三
九
・
〇
万
石
九　
　
浅
野
幸
長　
　
紀
伊
国
和
歌
山　
　
三
七
・
四
万
石
十　
　
山
内
忠
義　
　
土
佐
国
高
知　
　
　
二
〇
・
二
万
石
十
一　
毛
利
秀
就　
　
長
門
国
萩　
　
　
　
二
〇
・
二
万
石
十
二　
加
藤
嘉
明　
　
伊
予
国
松
山　
　
　
一
九
・
二
万
石
十
三　
蜂
須
賀
至
鎮　
阿
波
国
徳
島　
　
　
一
八
・
六
万
石
十
四　
寺
沢
広
高　
　
肥
前
国
島
原　
　
　
一
二
・
四
万
石
十
五　
生
駒
正
俊　
　
讃
岐
国
高
松　
　
　
　
八
・
六
万
石
十
六　
稲
葉
典
通　
　
豊
後
国
臼
杵　
　
　
　
六
・
五
万
石
十
七　
金
森
可
重　
　
飛
騨
国
高
山　
　
　
　
五
・
〇
万
石
十
八　
木
下
延
俊　
　
豊
後
国
日
出　
　
　
　
三
・
九
万
石
十
九　
竹
中
重
利　
　
豊
後
国
高
田　
　
　
　
二
・
六
万
石
二
十　
毛
利
高
政　
　
豊
後
国
佐
伯　
　
　
　
二
・
五
万
石
実
に
総
石
高
六
百
三
十
八
万
石
余
の
財
力
が
名
古
屋
築
城
に
注
が
れ
た
わ
け
で
す
。
人
夫
は
千
石
に
一
人
の
割
合
で
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、六
千
三
百
八
十
人
余
が
動
員
さ
れ
る
計
算
と
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
二
十
万
人
以
上
が
名
古
屋
に
集
結
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
大
名
は
規
程
以
上
の
人
夫
を
提
供
し
た
わ
け
で
す
。
当
然
、
そ
れ
に
比
例
し
て
経
費
も
増
大
す
る
わ
け
で
、
諸
大
名
に
と
っ
て
財
政
的
に
は
相
当
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
普
請
を
命
令
す
る
側
で
も
、
諸
大
名
の
負
担
が
公
平
に
な
る
よ
う
連
続
の
動
員
を
行
わ
な
い
と
い
う
暗
黙
の
決
ま
り
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
福
島
正
則
（
一
五
六
一
～
一
六
二
四
）・
池
田
輝
政
（
一
五
六
四
～
一
六
一
三
）・
浅
野
幸
長
（
一
五
七
六
～
一
六
一
三
）
ら
豊
臣
恩
顧
の
大
名
は
、
前
年
の
丹
波
国
篠
山
城
の
天
下
普
請
に
続
い
て
二
年
連
続
で
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
過
失
だ
っ
た
の
か
恣
意
だ
っ
た
の
か
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
当
然
、
正
則
ら
の
不
満
は
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
三
人
に
加
藤
清
正
（
一
五
六
二
～
一
六
一
一
）
を
加
え
た
面
々
が
集
ま
っ
た
際
、
正
則
は
家
康
の
二
女
・
督
姫
を
正
室
に
迎
― 3 ―
え
て
い
た
池
田
輝
政
に
対
し
て
「
江
戸
駿
府
は
天
下
の
重
鎮
な
れ
ば
さ
も
あ
る
べ
し
。
名
古
屋
は
庶
子
の
住
居
な
り
。
そ
れ
に
我
等
再
三
駆
使
せ
ら
る
る
事
。
最
た
え
が
た
き
処
な
り
。」（『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
慶
長
十
五
年
閏
二
月
八
日
条
）
と
述
べ
て
、
輝
政
に
家
康
へ
の
取
り
な
し
を
訴
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、江
戸
城
や
駿
府
城
は
家
康
の
城
だ
か
ら
我
慢
で
き
る
が
、
名
古
屋
城
は
家
康
の
子
ど
も
の
城
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
城
は
公
儀
の
城
で
は
な
い
。そ
ん
な
城
の
た
め
に
出
費
を
強
い
ら
れ
る
の
は
我
慢
な
ら
ん
、
と
苦
情
を
述
べ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
清
正
が
正
則
に
向
か
い
「
御
身
な
ど
言
ば
を
い
だ
す
の
卒
忽
な
る
。
今
城
築
く
こ
と
の
労
に
堪
ざ
ら
む
に
は
。
速
に
帰
国
し
て
謀
反
せ
ら
る
べ
し
。
も
し
又
謀
反
せ
ん
事
か
な
は
ず
ば
。
は
や
く
下
知
に
ま
か
せ
。
工
役
を
い
そ
が
る
べ
し
」（『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
慶
長
十
五
年
閏
二
月
八
日
条
）
と
意
見
し
ま
す
。
そ
ん
な
に
嫌
だ
っ
た
ら
謀
叛
を
起
こ
せ
ば
い
い
、
謀
叛
を
起
こ
す
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、
さ
っ
さ
と
仕
事
を
切
り
上
げ
れ
ば
い
い
だ
け
だ
、
と
言
っ
て
た
し
な
め
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、そ
の
場
は
笑
い
話
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
こ
の
場
の
誰
か
が
家
康
に
耳
打
ち
し
た
の
で
し
ょ
う
、
家
康
に
こ
の
会
話
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。
後
に
家
康
が
駿
府
城
に
諸
大
名
を
集
め
た
際
、「
諸
将
近
年
工
役
に
疲
れ
し
よ
し
風
説
す
。
も
し
志
か
ら
ん
に
は
速
に
帰
国
し
。
城
を
高
く
し
池
を
深
く
し
。
吾
い
た
ら
ん
日
を
待
る
べ
し
」（『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
慶
長
十
五
年
閏
二
月
八
日
条
）
と
諸
大
名
に
話
し
た
た
め
、一
同
恐
怖
に
凍
り
つ
き
ま
し
た
。
家
康
は
、
そ
ん
な
に
嫌
な
ら
国
へ
帰
っ
て
防
備
を
固
め
な
さ
い
、
家
康
自
ら
討
ち
果
た
し
に
行
く
と
「
御
た
は
む
れ
ご
と
の
様
に
」
言
っ
た
わ
け
で
す
。
冗
談
の
よ
う
に
言
っ
た
と
し
て
も
、
目
は
笑
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
聞
い
た
諸
大
名
は
、
家
康
の
情
報
網
に
恐
怖
し
二
十
万
人
を
動
員
し
て
名
古
屋
築
城
を
早
期
に
や
り
遂
げ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
城
の
普
請
は
、
諸
大
名
へ
の
動
員
命
令
を
行
っ
た
三
ヶ
月
後
の
慶
長
十
五
年
五
月
五
日
に
縄
張
り
が
完
了
し
、
翌
六
月
三
日
か
ら
石
垣
普
請
に
着
手
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
よ
り
城
下
町
の
移
転
も
並
行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
世
「
清
須
越
」
と
呼
ば
れ
る
一
大
事
業
が
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
三　
石
垣
普
請
名
古
屋
城
の
石
垣
は
、
主
に
尾
張
国
・
三
河
国
・
美
濃
国
の
三
ヶ
国
か
ら
集
め
ら
れ
、
尾
張
国
で
は
小
牧
の
岩
崎
山
・
瀬
戸
、
美
濃
国
で
は
養
老
の
駒
野
・
河
戸
、
三
河
国
で
は
三
河
湾
周
辺
の
篠
島
・
梶
島
・
鳥
羽
・
竹
島
・
西
浦
が
主
要
な
石
切
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
各
所
に
は
、
運
ば
れ
な
か
っ
た
石
が
今
で
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
守
台
の
石
垣
普
請
は
加
藤
清
正
が
名
乗
り
出
て
一
手
に
引
き
受
け
ま
し
た
。『
慶
長
留
記
頭
書
』
に
は
清
正
の
石
垣
普
請
の
特
異
性
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
加
藤
肥
後
守
家
人
牧
（
飯
）
田
覚
兵
衛 
朝
鮮
攻
之
刻 
城
の
石
塁
築
法
を
彼
国
に
て
伝
授
し
来
り 
名
古
屋
に
て
清
正
壱
― 4 ―
人
に
て
御
天
守
を
築
差
上
度
と
申
達 
角
石
を
揚
時
ハ
幕
を
打 
人
に
見
せ
不
申
由
」、
つ
ま
り
清
正
家
臣
の
一
人
・
飯
田
覚
兵
衛
は
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
朝
鮮
国
の
特
殊
な
石
垣
技
法
を
学
ん
で
き
た
た
め
、
そ
の
積
み
方
を
ま
ね
さ
れ
な
い
よ
う
に
角
石
を
築
く
時
は
幕
を
張
っ
て
人
に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
天
守
台
・
小
天
守
台
の
角
石
に
は
清
正
家
臣
の
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
巨
大
な
石
垣
を
、
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
慶
長
十
五
年
六
月
三
日
か
ら
数
え
て
わ
ず
か
三
ヶ
月
未
満
の
八
月
二
十
七
日
に
は
完
成
さ
せ
、
翌
日
に
は
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
相
当
な
技
量
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
大
名
も
九
月
に
は
石
垣
普
請
を
完
了
さ
せ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
築
城
に
関
わ
る
清
正
の
事
蹟
は
、
伝
説
の
域
で
は
あ
り
ま
す
が
『
続
撰
清
正
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
熱
田
の
宮
か
ら
名
古
屋
城
ま
で
大
石
を
運
ぶ
際
、
清
正
自
ら
が
片
鎌
の
鎗
を
持
っ
て
石
の
上
に
乗
り
、
眉
目
秀
麗
な
る
若
者
も
揃
え
て
木
遣
り
音
頭
を
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
沿
道
に
立
ち
並
ん
で
い
た
屋
台
か
ら
言
い
値
で
飲
食
物
や
器
物
を
買
い
取
り
、
こ
れ
を
民
衆
に
無
償
で
与
え
て
あ
た
か
も
祭
礼
行
列
の
よ
う
に
大
石
を
曳
か
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
が
真
実
か
判
ら
な
い
も
の
の
、
清
正
は
他
の
大
名
と
は
違
う
や
り
方
で
、
し
か
も
大
衆
を
取
り
込
む
形
で
普
請
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
名
古
屋
城
普
請
に
関
わ
っ
た
他
の
大
名
の
記
憶
が
喪
わ
れ
て
い
く
中
で
、
清
正
だ
け
が
名
古
屋
庶
民
の
記
憶
に
残
り
続
け
、
江
戸
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
も
、
こ
の
逸
話
を
想
像
で
描
い
た
「
加
藤
清
正
石
引
の
図
」
が
挿
絵
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
清
正
の
人
気
は
高
く
、
清
正
が
石
引
の
際
に
用
い
た
荷
車
の
車
軸
を
転
用
し
た
と
い
う
火
鉢
ま
で
後
世
に
作
ら
れ
、
な
ぜ
か
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
を
継
承
す
る
徳
川
美
術
館
の
収
蔵
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
城
に
は
城
主
だ
っ
た
尾
張
徳
川
家
当
主
の
銅
像
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
清
正
の
銅
像
は
二
体
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
根
強
く
清
正
の
人
気
は
続
い
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
反
面
、
荒
く
れ
者
が
集
ま
る
普
請
場
に
は
い
く
つ
も
の
揉
め
事
が
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の
記
録
で
す
が
『
昔
咄
』
後
編
十
一
に
記
さ
れ
た
逸
話
は
、
そ
の
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。
尾
張
国
の
実
質
上
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
平
岩
親
吉
の
家
臣
は
、
主
君
の
権
威
を
嵩
に
着
て
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
を
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
一
人
で
あ
る
平
野
采
女
は
「
不
行
儀
」
な
人
物
で
、
そ
の
弟
の
平
野
三
木
之
助
も
輪
を
か
け
て
ひ
ど
い
人
物
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
家
中
か
ら
憎
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
田
中
吉
政
の
普
請
場
へ
三
木
之
助
が
来
て
無
法
な
行
い
を
し
た
時
に
、
曳
い
て
い
た
石
の
下
敷
き
に
し
て
殺
し
た
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
普
請
場
に
お
け
る
こ
の
手
の
騒
動
は
不
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
木
之
助
は
「
死
損
」
と
し
て
片
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
事
件
で
な
く
と
も
、
日
常
的
に
喧
嘩
・
公
論
・
刃
傷
が
発
生
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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四　
普
請
変
更
名
古
屋
城
が
他
の
城
郭
と
比
較
し
て
特
出
出
来
る
こ
と
の
一
つ
に
、
普
請
当
時
の
設
計
図
が
遺
っ
て
い
る
こ
と
と
、
江
戸
時
代
の
城
域
が
ほ
ぼ
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
設
計
図
が
遺
る
例
は
稀
少
で
あ
り
、
し
か
も
複
数
遺
っ
て
い
る
こ
と
で
、
城
郭
普
請
の
経
緯
が
判
る
希
有
な
城
な
の
で
す
。
最
初
の
設
計
図
は
、
名
古
屋
城
普
請
の
御
大
工
棟
梁
だ
っ
た
中
井
正
清
の
家
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
で
は
そ
の
他
の
図
面
・
史
料
五
千
百
九
十
五
点
と
と
も
に
「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」
と
し
て
一
括
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
「
な
こ
や
御
城
惣
指
図
」
（
中
井
正
知
・
中
井
正
純
氏
蔵
）
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
古
の
名
古
屋
城
図
面
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
図
面
に
記
さ
れ
た
名
古
屋
城
の
姿
は
現
在
の
姿
と
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
面
で
は
、
多
聞
櫓
を
本
丸
の
全
周
・
本
丸
南
馬
出
及
び
東
馬
出
、
西
之
丸
南
部
と
本
丸
北
西
の
御
深
井
丸
の
全
周
に
構
築
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
本
丸
全
周
・
本
丸
南
馬
出
・
西
之
丸
南
部
に
し
か
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
現
状
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
天
守
の
西
側
に
も
小
天
守
を
造
る
計
画
だ
っ
た
こ
と
と
、
南
側
の
小
天
守
は
現
在
の
北
か
ら
の
出
入
り
で
は
な
く
、
西
側
に
枡
形
を
設
け
て
南
側
か
ら
進
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
当
初
の
名
古
屋
城
天
守
は
南
側
と
西
側
に
小
天
守
で
連
結
す
る
構
想
だ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
直
ち
に
修
正
さ
れ
た
よ
う
で
、「
尾
陽
名
護
屋
城
図
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
に
は
、
西
側
の
小
天
守
台
は
枡
形
虎
口
を
伴
う
区
画
へ
と
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
を
仮
に
第
二
次
設
計
図
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
第
三
次
設
計
図
と
し
て
「
名
古
屋
城
丁
場
普
請
割
之
図
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
枡
形
区
画
が
廃
さ
れ
て
西
側
の
御
深
井
丸
か
ら
直
接
大
天
守
へ
接
続
す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
四
次
設
計
図
と
し
て
「
な
こ
や
御
城
之
指
図
」（「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」
の
内
。
中
井
正
知
・
中
井
正
純
氏
蔵
）
が
作
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
現
状
の
よ
う
に
天
守
は
御
深
井
丸
と
は
接
続
す
る
こ
と
な
く
堀
で
隔
て
ら
れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
図
面
で
は
南
側
の
小
天
守
は
ま
だ
西
側
に
開
口
し
て
枡
形
を
構
成
し
、
南
側
か
ら
進
入
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
第
五
次
設
計
で
よ
う
や
く
現
状
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
面
は
あ
く
ま
で
も
計
画
図
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
戦
災
で
焼
失
し
た
小
天
守
を
再
建
す
る
際
の
石
垣
調
査
で
、
小
天
守
の
西
側
に
出
入
口
を
開
口
し
て
後
に
石
で
埋
め
た
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
あ
る
程
度
、
図
面
に
基
づ
い
て
普
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
城
を
普
請
し
て
い
る
最
中
に
幾
度
と
な
く
設
計
変
更
を
行
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
面
倒
を
か
け
た
の
か
を
紐
解
く
史
料
が
同
じ
く
「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」
の
中
に
遺
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
丸
北
側
の
石
垣
を
担
当
し
た
福
島
正
則
か
ら
中
井
正
清
に
宛
て
た
次
の
書
状
で
す
。
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一
書
申
入
候 
尾
州
那
古
屋
御
本
丸
我
等
つ
き
申
御
石
垣
さ
が
り
申
由
最
前
も
如
申
入
候 
随
分
念
を
入
申
候
へ
共 
右
之
仕
合
迷
惑
仕
候 
定
而
水
道
へ
水
あ
し
く
か
丶
り
申
故
に
て
も
御
座
候
ハ
ん
哉
則
ふ
し
ん
の
も
の
指
遣
申
候
間 
何
や
う
ニ
も
可
然
や
う
ニ
被
仰
付
御
な
を
さ
せ
候
て
可
被
下
候 
い
つ
れ
も
近
日
可
得
貴
意
候 
恐
惶
謹
言
（
慶
長
十
九
年
）　　
羽
柴
左
衛
門
大
夫
　
　
八
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
正
則
（
花
押
）
中
井
大
和
守
様
　
　
　
　
　
人
々
御
中
正
則
が
築
い
た
石
垣
が
沈
下
し
た
た
め
、
そ
の
原
因
は
地
中
の
水
の
流
れ
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
、
人
夫
を
遣
わ
せ
て
再
普
請
を
行
う
と
中
井
に
申
し
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
本
丸
の
北
側
は
、
安
定
し
た
地
盤
で
あ
る
熱
田
台
地
（
名
古
屋
台
地
）の
北
端
に
位
置
す
る
場
所
で
、
庄
内
川
が
つ
く
り
上
げ
た
河
岸
段
丘
の
下
部
に
位
置
し
ま
す
。
本
丸
北
西
の
御
深
井
丸
の
名
の
元
と
な
っ
た
「
深
井
」
と
は
、
名
古
屋
地
方
の
方
言
で
低
湿
地
を
意
味
し
、
地
盤
は
脆
弱
で
し
た
。
ゆ
え
に
高
い
石
垣
を
築
こ
う
に
も
地
盤
の
強
度
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
御
深
井
丸
と
小
天
守
台
上
部
と
で
は
十
メ
ー
ト
ル
近
い
比
高
差
が
あ
り
ま
す
。
西
側
に
も
小
天
守
を
築
く
の
な
ら
ば
南
側
の
小
天
守
台
と
同
等
の
高
さ
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
の
技
法
で
は
脆
弱
な
地
盤
に
現
状
以
上
に
石
垣
を
積
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
普
請
途
中
で
確
認
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
か
つ
機
能
的
に
城
郭
構
成
を
修
正
し
、
現
状
の
形
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
普
請
開
始
か
ら
四
ヶ
月
程
度
で
、
現
在
見
ら
れ
る
壮
大
な
石
垣
が
築
か
れ
た
こ
と
は
驚
異
的
な
早
さ
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
五　
作
事
開
始
諸
大
名
が
担
う
仕
事
は
石
垣
普
請
の
完
了
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
以
後
は
徳
川
家
に
よ
る
作
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
普
請
と
は
堀
を
掘
る
、
石
垣
を
築
く
と
い
っ
た
土
地
を
改
編
す
る
土
木
工
事
の
こ
と
を
指
し
、
土
地
の
改
変
を
行
わ
ず
建
造
物
を
造
作
す
る
こ
と
を
作
事
と
い
っ
て
二
つ
の
業
務
は
区
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。建
物
内
部
は
機
密
事
項
に
関
わ
る
た
め
に
、
― 7 ―
諸
大
名
を
関
与
さ
せ
ず
、
御
大
工
棟
梁
・
中
井
正
清
を
中
心
に
慶
長
十
六
年
正
月
よ
り
諸
建
造
物
の
作
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
作
事
の
一
例
は
、尾
張
藩
重
臣
の
志
水
忠
宗
（
一
五
七
四
～
一
六
二
六
）
か
ら
中
井
正
清
に
宛
て
た
慶
長
十
六
年
七
月
四
日
付
の
次
の
書
状
（「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」
の
内
。
中
井
正
知
・
中
井
正
純
氏
蔵
）
に
よ
っ
て
判
り
ま
す
。
　
以
上
如
仰
其
後
以
書
状
も
不
申
通 
御
床
敷
存
候
砌 
貴
札
忝
存
候 
然
者
清
須
御
殿
主
四
五
日
以
前
ニ
悉
名
護
屋
へ
相
着
当
城
御
作
事
無
油
断
申
付
候 
可
御
心
得
候 
随
而
其
地
御
普
請
御
苦
労
共
奉
察
存
候
爰
許
御
用
之
儀
御
座
候
者
可
蒙
仰
候
猶
貴
面
之
節
旁
可
得
御
意
候 
恐
惶
謹
言
（
慶
長
十
六
年
）　
志 
甲
斐
守
　
　
七
月
四
日　
　
　
　
忠
宗
（
花
押
）
中 
大
和
守
様
　
　
　
　
 　
　
貴
報
こ
の
書
状
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
居
城
だ
っ
た
清
須
城
の
「
殿
主
」
を
は
じ
め
と
す
る
建
造
物
を
解
体
し
て
名
古
屋
城
へ
移
し
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
実
際
、
名
古
屋
城
に
は
清
須
城
か
ら
移
設
さ
れ
た
伝
承
が
あ
る
建
物
が
あ
り
、
小
天
守
は
清
須
城
の
天
守
、
本
丸
御
殿
内
の
黒
木
書
院
は
清
須
城
内
で
家
康
が
御
座
所
と
し
た
御
殿
と
さ
れ
て
い
る
他
、
天
下
三
名
席
の
一
つ
で
名
古
屋
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
猿
面
茶
室
も
清
須
城
か
ら
移
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
建
物
と
し
て
は
、
御
深
井
丸
西
北
隅
に
建
て
ら
れ
た
三
重
櫓
は
別
名
「
清
須
櫓
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
須
城
の
天
守
も
し
く
は
小
天
守
を
移
築
し
た
建
物
と
さ
れ
て
お
り
、
建
物
に
用
い
ら
れ
た
部
材
に
は
解
体
痕
が
見
ら
れ
る
た
め
、
新
築
材
で
建
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、
長
押
に
用
い
ら
れ
飾
り
金
具
跡
が
あ
る
部
材
が
床
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
清
須
城
に
あ
っ
た
建
物
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
、
あ
く
ま
で
も
部
材
を
再
利
― 8 ―
用
し
た
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
姿
の
ま
ま
清
須
城
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
転
用
材
を
用
い
た
は
ず
の
清
須
櫓
の
建
造
が
元
和
五
年
（
一
六
二
〇
）
で
あ
る
こ
と
で
す
。
先
述
し
た
志
水
忠
宗
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
清
須
城
の
解
体
は
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
の
た
め
、
解
体
し
て
十
年
近
く
も
部
材
が
塩
漬
け
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
疑
問
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
慶
長
十
六
年
を
も
っ
て
清
須
城
は
廃
城
と
な
り
、
そ
の
機
能
を
終
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
徳
川
家
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
豊
臣
家
が
ま
だ
大
坂
城
に
存
在
し
、
豊
臣
恩
顧
の
大
名
の
動
向
も
不
安
定
な
状
況
で
、
名
古
屋
城
が
未
完
成
の
内
に
清
須
城
の
機
能
を
全
て
停
止
さ
せ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
名
古
屋
城
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
尾
張
国
の
防
御
拠
点
で
あ
る
清
須
城
の
機
能
は
維
持
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
建
物
も
名
古
屋
城
作
事
の
進
捗
に
併
せ
て
順
次
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
清
須
櫓
の
部
材
の
元
と
な
っ
た
建
物
は
、
元
和
五
年
頃
ま
で
清
須
城
内
に
残
っ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
な
解
釈
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
元
和
五
年
に
清
須
櫓
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
は
、
慶
長
十
六
年
か
ら
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
に
か
け
て
、清
須
・
名
古
屋
の
両
城
が
併
存
し
て
い
た
証
左
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」
の
中
に
は
、
名
古
屋
城
の
作
事
に
つ
い
て
家
康
自
身
の
考
え
が
判
る
史
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
譜
代
大
名
・
安
藤
重
信
（
一
五
五
七
～
一
六
二
一
）
か
ら
中
井
正
清
に
宛
て
た
次
の
手
紙
で
す
。
　
以
上
一
筆
申
入
候 
仍
昨
日
廿
七
日
ニ
到
駿
府
ニ
参
着
仕 
同
廿
八
日
ニ　
御
前
へ
罷
出
候
所
ニ
一
段
仕
合
能
御
座
候
而
両
通
之
指
図　
御
前
へ
上
申
様
子
申
上
候
所
ニ
内
す
ま
い
ハ
無
用
之
由
御
意
御
座
候 
は
し
た
い
斗
可
仕
之
旨 
被　
仰
出
候
間
其
御
心
可
被
成
候 
随
而
貴
殿
其
元
大
方
隙
明
申
候
間 
可
罷
上
之
旨
申
上
候
處 
一
段
御
機
嫌
御
座
候
　
其
御
心
得
に
て
其
作
地
御
普
請
之
様
子
被
仰
付 
御
隙
明
次
第
ニ
可
被
成
御
上
候 
御
普
請
之
様
子
申
上
候
所 
一
段
御
意
ニ
― 9 ―
入
御
機
嫌
共
ニ
御
座
候
間
可
御
心
安
候 
拙
者
儀
明
日
上
候 
明
後
日
ハ
此
地
を
可
罷
出
候
間 
何
も
面
上
旁
可
申
承
候 
恐
々
謹
言
（
慶
長
十
七
年
）　　
安 
対
馬
守
　
　
卯
月
廿
八
日　
　
　
　
重
信
（
花
押
）
中
井
大
和
殿
　
　
　
　
　
人
々
御
中
安
藤
が
名
古
屋
城
作
事
の
様
子
を
駿
府
城
に
い
る
家
康
に
報
告
し
、
そ
の
時
の
家
康
の
様
子
な
ど
を
、
名
古
屋
で
作
事
に
携
わ
る
中
井
に
申
し
送
っ
た
書
状
で
、こ
こ
に
家
康
の
意
志
と
し
て
「
内
す
ま
い
ハ
無
用
之
由
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
城
内
に
居
住
空
間
を
造
る
必
要
は
無
く
、「
は
し
た
い
」
だ
け
を
造
れ
ば
良
い
と
い
う
家
康
の
考
え
で
す
。「
は
し
た
い
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
字
面
だ
け
で
は
判
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
床
・
階
段
と
い
っ
た
構
造
だ
け
造
り
上
げ
れ
ば
よ
く
、襖
・
畳
と
い
っ
た
居
住
用
の
調
度
ま
で
取
り
急
ぎ
造
る
必
要
は
無
い
と
い
う
考
え
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
名
古
屋
城
の
築
城
目
的
は
、
実
戦
を
想
定
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
家
康
に
よ
る
駿
府
政
権
下
で
年
寄
役
を
担
っ
た
本
多
正
純
・
大
久
保
長
安
・
安
藤
直
次
・
成
瀬
正
成
・
村
越
直
吉
・
竹
腰
正
信
ら
六
名
連
署
で
中
井
正
清
に
送
っ
た
次
の
書
状
に
も
、
さ
ら
な
る
家
康
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
以
上
急
度
申
入
候
一　
御
天
主
斗
早
々
　
　
相
立
可
申
候
事
一　
御
天
主
立
候
後
　
　
御
家
を
ハ
立
可
申
候
事
一　
御
天
主
御
家
両
方
　
　
一
度
ニ
立
候
ハ
丶 
人
足
　
　
以
下
な
に
か
ニ
付
手
　
　
ま
ハ
し
如
何
候
間
　
　
懇
御
天
主
を
立
　
　
可
申
候
由　
御
諚
ニ
候
　
　
恐
々
謹
言
（
慶
長
十
七
年
）　　
竹 
山
城
守
　
　
六
月
廿
八
日　
　
　
　
　
正
信
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
村 
茂
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
吉
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
成 
隼
人
正
― 10 ―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
成
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
安 
帯
刀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
次
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
大 
石
見
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
安
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
本 
上
野
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
純
（
花
押
）
中
井
大
和
守
殿
こ
こ
で
は
「
天
主
」
建
造
を
急
が
せ
、「
御
家
」
す
な
わ
ち
御
殿
は
後
回
し
に
し
ろ
と
命
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
天
守
が
上
棟
さ
れ
た
の
は
慶
長
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
で
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
に
竣
工
し
て
い
ま
す
が
、
三
之
丸
や
諸
門
が
竣
工
し
た
の
が
同
十
九
年
七
月
、
本
丸
御
殿
の
竣
工
は
同
年
末
か
ら
翌
二
十
年
正
月
に
か
け
て
で
あ
り
、
義
直
は
ま
だ
尾
張
国
に
下
向
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来
城
主
が
住
む
御
殿
は
天
守
竣
工
よ
り
三
年
も
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
天
守
を
も
っ
て
名
古
屋
城
の
軍
事
的
な
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
家
康
の
意
志
が
汲
み
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
来
、
天
守
は
城
下
町
に
対
し
て
正
面
を
向
け
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
名
古
屋
城
の
天
守
は
南
側
の
城
下
町
で
は
な
く
西
側
を
正
面
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
城
郭
建
造
物
の
正
面
性
は
、
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、
最
上
部
屋
根
の
平
側
が
正
面
で
、
三
角
形
状
と
な
る
妻
側
は
側
面
と
な
る
例
が
多
く
、
建
造
物
の
安
定
性
か
ら
い
っ
て
も
名
古
屋
城
の
場
合
は
平
側
に
安
定
感
が
あ
る
た
め
、
西
側
が
正
面
と
み
な
せ
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
う
い
っ
た
変
則
的
な
造
り
と
し
た
か
は
想
像
の
域
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
象
徴
と
し
て
の
天
守
を
住
居
目
的
と
せ
ず
、
御
殿
よ
り
も
先
に
造
ら
せ
た
上
、
西
側
に
向
け
て
建
て
る
意
図
は
、
西
側
に
対
し
て
そ
の
軍
事
力
と
巨
大
天
守
を
造
営
し
た
と
い
う
経
済
力
を
見
せ
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ま
す
。
西
側
へ
の
威
嚇
と
い
う
な
ら
ば
、
や
は
り
大
坂
城
の
豊
臣
家
を
は
じ
め
、
未
だ
面
従
腹
背
の
疑
い
が
残
る
豊
臣
恩
顧
の
西
国
大
名
衆
を
意
識
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
層
建
築
が
皆
無
だ
っ
た
濃
尾
平
野
に
お
い
て
、
台
地
上
に
屹
立
す
る
巨
大
天
守
は
、
ま
さ
に
徳
川
家
の
威
信
を
象
徴
す
る
偉
容
を
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
六　
築
城
の
終
了
名
古
屋
城
が
ほ
ぼ
完
成
に
近
づ
い
た
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
十
月
に
大
坂
冬
の
陣
が
勃
発
し
、
十
一
月
十
九
日
に
戦
端
が
開
か
れ
ま
す
が
、
徳
川
方
は
大
坂
城
を
攻
め
き
れ
ず
、
同
年
十
二
月
十
九
日
に
一
旦
和
議
が
結
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
坂
方
は
和
議
条
件
の
一
つ
で
あ
る
浪
人
衆
の
放
逐
を
実
行
せ
ず
、
和
議
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
堀
の
再
掘
削
を
行
う
な
ど
、
不
穏
な
情
勢
は
解
消
さ
れ
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
慶
長
二
十
年
に
義
直
と
、
浅
野
幸
長
の
娘
・
春
姫
と
の
婚
礼
が
名
古
屋
城
で
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
四
月
九
日
に
家
― 11 ―
康
は
婚
礼
に
臨
席
す
る
た
め
名
古
屋
城
に
入
城
し
ま
す
。
婚
礼
は
四
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、豊
臣
秀
頼
（
一
五
九
三
～
一
六
一
五
）
か
ら
義
直
に
婚
礼
祝
い
と
し
て
則
重
の
刀
・
左
文
字
・
呉
服
五
重
を
贈
っ
た
四
月
十
二
日
付
の
書
状
が
徳
川
美
術
館
に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
婚
礼
が
済
む
と
同
時
に
家
康
は
諸
大
名
に
大
坂
攻
め
の
軍
事
動
員
を
か
け
て
四
月
十
五
日
に
名
古
屋
城
か
ら
出
陣
し
ま
す
。
義
直
も
ま
た
翌
十
六
日
に
一
軍
を
率
い
て
大
坂
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
坂
夏
の
陣
の
勃
発
で
す
。
四
月
二
十
六
日
に
戦
端
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
当
初
よ
り
劣
勢
の
大
坂
方
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
五
月
七
日
ま
で
に
真
田
信
繁
（
幸
村
）・
後
藤
基
次
・
長
宗
我
部
盛
親
ら
主
だ
っ
た
武
将
は
討
ち
死
に
し
て
大
坂
方
は
壊
滅
し
ま
す
。
五
月
八
日
に
は
秀
頼
・
淀
殿
母
子
も
城
内
で
自
害
し
、
大
坂
夏
の
陣
は
終
結
し
ま
し
た
。
徳
川
家
に
と
っ
て
、
唯
一
の
脅
威
だ
っ
た
豊
臣
家
が
滅
亡
し
た
こ
と
で
、
徳
川
家
に
よ
る
一
元
支
配
が
完
成
し
、
同
年
七
月
に
は
徳
川
政
権
初
の
法
令
で
あ
る
「
武
家
諸
法
度
」
が
発
布
さ
れ
て
、
戦
乱
の
世
は
名
実
と
も
に
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。
家
康
は
慶
長
二
十
年
改
め
元
和
元
年
の
八
月
二
十
四
日
に
名
古
屋
城
を
訪
れ
、
さ
ら
な
る
普
請
を
命
じ
ま
す
。
こ
の
時
点
で
天
守
・
本
丸
御
殿
と
い
っ
た
主
要
建
造
物
や
外
堀
は
概
ね
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
城
下
町
ご
と
囲
繞
す
る
惣
堀
の
普
請
を
命
じ
た
こ
と
が
『
蓬
左
遷
府
記
稿
』
の
元
和
元
年
八
月
二
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
康
の
指
示
は
「
外
曲
輪
ハ
南
ハ
古
渡 
東
ハ
矢
田
川
を
境 
西
ハ
枇
杷
島
川
に
際
り
出
来
の
筈
候
」
と
あ
り
、
北
は
庄
内
川
を
防
御
線
と
し
て
東
は
現
在
の
名
古
屋
市
東
区
矢
田
付
近
、
西
は
名
古
屋
市
西
区
の
枇
杷
島
橋
付
近
、
南
は
名
古
屋
市
熱
田
区
の
古
渡
付
近
を
結
ん
で
外
曲
輪
と
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
の
普
請
計
画
は
、
翌
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
七
日
に
家
康
が
歿
し
た
こ
と
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
中
止
の
理
由
は
「
其
後
御
安
全
故
」
（『
蓬
左
遷
府
記
稿
』
元
和
元
年
八
月
二
十
四
日
条
）
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
以
上
、
名
古
屋
が
防
衛
の
拠
点
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
も
し
こ
の
計
画
が
実
現
さ
れ
て
い
た
ら
、
名
古
屋
城
の
規
模
は
ほ
ぼ
熱
田
台
地
（
名
古
屋
台
地
）
全
体
に
及
び
、
こ
れ
は
江
戸
城
の
総
構
を
越
え
る
日
本
最
大
規
模
の
巨
大
城
郭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
名
古
屋
城
は
、
東
海
道
・
中
山
道
を
抑
え
、
徳
川
領
国
へ
の
事
実
上
の
関
門
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
壮
大
な
構
想
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
家
康
の
意
志
と
い
う
意
味
で
言
う
な
ら
ば
、
名
古
屋
城
は
未
完
成
に
終
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
未
完
成
の
部
分
は
内
郭
に
も
存
在
し
ま
し
た
。
藩
主
居
館
が
置
か
れ
た
二
之
丸
北
側
に
は
、
藩
主
の
園
遊
空
間
と
し
て
後
に
下
御
深
井
御
庭
（
現
・
名
城
公
園
区
域
）
が
設
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
御
庭
の
南
側
の
堀
際
、す
な
わ
ち
二
之
丸
北
堀
の
北
側
護
岸
は
自
然
地
形
の
ま
ま
と
さ
れ
、
堀
が
あ
た
か
も
御
庭
の
延
長
の
よ
う
な
風
情
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
低
湿
地
と
い
う
自
然
条
件
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来
な
ら
ば
石
垣
を
普
請
す
べ
き
所
に
手
を
入
れ
て
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
ま
で
の
普
請
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ま
た
、
二
之
丸
御
殿
北
部
の
石
垣
角
地
に
は
櫓
を
設
け
ず
、
藩
主
の
私
的
な
書
斎
で
あ
る
数
寄
屋
を
建
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
迎
涼
閣
・
逐
涼
閣
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
城
の
防
備
と
し
て
横
矢
を
か
け
る
位
置
に
こ
う
い
っ
た
瀟
洒
な
建
物
を
建
て
る
こ
と
は
、
す
で
に
防
御
性
の
意
識
は
希
薄
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
未
完
成
と
い
う
言
い
方
は
当
た
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
敢
え
て
戦
闘
性
・
防
御
性
を
薄
め
た
空
間
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
家
康
が
築
城
を
急
が
せ
た
意
味
合
い
か
ら
は
大
き
く
変
貌
し
た
時
代
に
な
っ
た
証
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
お
わ
り
に
こ
こ
ま
で
名
古
屋
城
の
築
城
に
関
す
る
一
件
に
関
し
て
簡
略
に
ご
説
明
し
ま
し
た
。
日
本
に
数
多
く
の
城
が
存
在
し
ま
す
が
、
築
城
当
時
の
い
き
さ
つ
が
詳
細
に
判
る
城
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
城
が
た
ど
っ
た
長
い
歴
史
の
中
で
記
録
が
散
逸
、
も
し
く
は
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
名
古
屋
城
は
築
城
以
来
、
一
度
も
城
主
が
交
代
せ
ず
江
戸
時
代
を
通
じ
て
尾
張
徳
川
家
が
管
理
し
て
き
た
こ
と
と
、
尾
張
徳
川
家
が
近
代
以
降
も
現
在
に
至
る
ま
で
、
史
料
は
も
と
よ
り
歴
代
の
什
宝
ま
で
も
散
逸
さ
せ
る
こ
と
な
く
継
承
し
て
き
た
こ
と
で
、
大
名
家
の
中
で
唯
一
ま
と
ま
っ
た
記
録
を
保
持
し
続
け
て
お
り
、
築
城
以
来
の
詳
細
な
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
大
名
は
転
封
を
繰
り
返
す
中
、
一
度
も
転
封
を
経
験
し
な
か
っ
た
大
名
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
門
・
譜
代
大
名
に
限
れ
ば
、
彦
根
城
を
居
城
と
し
た
井
伊
家
と
尾
張
徳
川
家
の
み
が
、
築
城
よ
り
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
同
じ
領
国
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
尾
張
徳
川
家
は
、
十
九
代
義
親
（
一
八
八
六
～
一
九
七
六
）
の
英
断
に
よ
り
、
ま
だ
華
族
制
度
に
よ
っ
て
旧
大
名
家
が
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
た
時
代
に
財
団
を
設
立
し
、
什
宝
及
び
史
料
を
一
括
し
て
保
存
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
城
は
尾
張
徳
川
家
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
記
録
し
た
史
料
群
や
、
図
面
類
、
城
内
で
使
用
し
た
道
具
類
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
他
、
十
四
代
慶
勝
（
一
八
二
四
～
八
三
）
が
写
真
術
を
極
め
た
こ
と
で
、
ま
だ
城
が
現
役
で
機
能
し
て
い
た
幕
末
の
城
内
写
真
約
四
百
点
が
遺
さ
れ
て
い
る
希
有
な
城
で
す
。
ま
た
明
治
維
新
後
に
陸
軍
の
所
管
を
経
て
、
本
丸
・
西
之
丸
・
御
深
井
丸
が
名
古
屋
離
宮
と
し
て
皇
室
財
産
に
な
っ
た
こ
と
で
、
天
守
・
本
丸
御
殿
な
ど
の
建
造
物
も
保
存
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
離
宮
が
名
古
屋
市
に
下
賜
さ
れ
た
後
に
、
名
古
屋
市
が
行
っ
た
詳
細
な
調
査
記
録
も
あ
り
、
空
襲
で
天
守
・
本
丸
御
殿
な
ど
を
喪
っ
た
も
の
の
、
本
丸
の
完
全
復
元
が
可
能
な
日
本
で
唯
一
の
城
で
す
。
今
回
は
築
城
に
限
っ
た
説
明
で
し
た
が
、
名
古
屋
城
は
こ
う
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
記
録
が
遺
さ
れ
た
こ
と
で
、
城
の
構
造
・
城
内
の
生
活
・
変
遷
な
ど
様
々
な
視
点
で
城
の
説
明
が
出
来
ま
す
。
ま
た
何
か
の
機
会
が
あ
れ
ば
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
（
は
ら
・
ふ
み
ひ
こ　
本
学
非
常
勤
講
師
）
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